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市立総合病院からの
お知らせ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

S サ

ー

ズ

A
R
S
‐
C

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

o
V
‐
2 ツ

ー

の
感
染
に
よ
り
、

主
に
呼
吸
器
系
に
炎
症
を
起
こ
す
疾
患
で

す
。
感
染
者
の
約
８
割
は
軽
症
で
、
人
工

呼
吸
管
理
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
重

じ
ゅ
う

篤と
く

な

方
は
全
体
の
６
％
程
度
で
す
が
、
重
篤
に

な
る
と
助
か
る
可
能
性
は
半
分
程
度
で
す
。

　

こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
軽
症
、

中
等
症
の
方
の
一
部
が
、
急
速
に
重
篤
に

な
り
、
死
に
至
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
す
。

肺
炎
が
急
速
に
進
行
し
て
呼
吸
の
状
態
が

悪
化
し
て
い
て
も
「
息
が
苦
し
い
」
と
感

じ
な
い
方
も
い
ま
す
。
気
が
付
か
な
い
う

ち
に
重
篤
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
に
よ
り
臨
床
像

も
変
化
し
ま
す
。
変
異
株
の
一
つ
の
デ
ル

タ
型
で
は
、
若
い
方
や
こ
れ
ま
で
言
わ
れ

て
き
た
重
症
化
の
危
険
因
子
が
無
い
方
で

も
、
急
速
に
悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
は
呼
吸
の
サ
ポ
ー
ト
(
酸
素
投
与
、

人
工
呼
吸
器
装
着
、
E エ

ク

モ

C
M
O
な
ど
)
を

行
い
な
が
ら
、
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
(
ウ
イ
ル

ス
の
増
殖
を
抑
制
す
る
薬
剤
)
と
と
も
に
、

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
過
剰
な
免
疫
反
応
を

抑
え
る
抗
炎
症
剤
(
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
や
、

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
薬
と
し
て
も
広
く

用
い
ら
れ
て
い
る
バ
リ
シ
チ
ニ
ブ
)
の
投

与
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
軽
症
患

者
さ
ん
や
中
等
症
の
一
部
の
患
者
さ
ん
へ

の
抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
も
有
効
な
治
療
法

で
す
。
し
か
し
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
感

染
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
で
す
。

接
種
が
進
ん
で
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
死
亡

や
重
症
化
、
感
染
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
効

果
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
え
な
い
敵
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
加
え
て
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
・
手
指
消
毒
の

徹
底
、
三
密
(
密
閉
・
密
集
・
密
接
)
を

避
け
る
こ
と
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
基

本
的
な
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
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妹い
も

川か
わ 

史し

朗ろ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス　
　

感
染
症
に
つ
い
て

足
」
や
「
食
べ
過
ぎ
」、
さ
ら
に
「
喫
煙
」

と
い
っ
た
不
健
康
な
生
活
習
慣
は
自
分
で

良
い
方
向
に
変
え
て
い
け
ま
す
。

　

一
度
は
健
康
診
断
を
受
け
た
経
験
を
お

持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
健
診
結
果

を
見
る
と
き
、
い
つ
も
ぼ
ん
や
り
と
「
再

検
査
」
の
文
字
だ
け
を
眺
め
て
い
ま
せ
ん

か
。
結
果
の
数
値
は
、
自
身
の
生
活
習
慣

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
す
。
検
査
項
目
を
一

つ
ず
つ
見
る
だ
け
で
な
く
、
複
合
的
に
検

査
項
目
の
結
果
を
み
て
、
リ
ス
ク
が
重
複

し
て
い
る
か
否
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

や
、
検
査
数
値
の
経
年
変
化
を
見
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
身

の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
日
常
の
体
調
管

理
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
ピ
ン
チ
を
、

人
生
1
0
0
年
時
代
の
健
康
寿
命
増
進
を

考
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
健
康
診
断

の
受
診
と
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

日
本
国
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
2
回
目
接
種
を
終
え
た
人
が
、

全
人
口
の
50
％
を
超
え
ま
し
た
。
今
後
も

新
た
な
変
異
株
の
出
現
が
予
想
さ
れ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
へ
の

道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
。
ま
ず
は
推
奨
さ
れ
る
基
本
的
な
感

染
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
が
、
同
時
に
「
感
染
し
て
も
重
症
化

さ
せ
な
い
方
策
」
も
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
診
断

さ
れ
た
人
の
う
ち
重
症
化
し
や
す
い
の
は
、

高
齢
、
肥
満
、
喫
煙
な
ど
の
要
因
や
、
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
(
C
O
P
D
)、
慢
性
腎

臓
病
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
血
管
疾
患

な
ど
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
で
す
。
実
は

こ
れ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
他
の
多

く
の
感
染
症
に
も
共
通
す
る
リ
ス
ク
で
す
。

誰
し
も
加
齢
に
関
し
て
あ
ら
が
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
肥
満
や
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
原
因
と
さ
れ
る
「
運
動
不

磐
田
市
立
総
合
病
院　

健
診
統
括
技
監

      　
　
　

      

井
上 

和か
ず

康や
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経
験
を

生
か
そ
う　

～
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
～


